
 
 

 
 
 
 
 
オイルサンプルを採取する目的は？ 

オイルサンプリングの 
採取方法ガイド 

 
 
 
 

オイルサンプルを採取する目的を正しく把握することで、適切なサンプリング

が設備メンテナンスにとってなぜ重要なのかを理解しましょう。オイルサンプ

ルを採取する目的は、「装置の運転状態を正確に把握すること」にあります。 

 

そのためには先ず、オイルサンプルがシステム内の実情を確実に反映されて

いなければいけません。システム全体に含まれるオイル量に比べ、採取する

オイルサンプルは少量であるため、採取したサンプルはシステム内のすべて

のオイルが正確に反映される必要があります。下記は、サンプルに重要な項

目の一例です。 

§ システム内に含まれる汚染物質 
§ オイルに含まれる添加剤 
§ オイルに含まれる酸化および分解副生成物 
§ システム内に含まれる微粒子 
§ 摺動部品の摩耗状態 

 

最後の2つの条件である微粒子と摩耗については、サンプリングプロセスに対

して特に影響が及びやすく、オイル分析テストにてこの条件を正確に反映さ

せるためには、適切なサンプリングが不可欠です。 

 

システムの適切なサンプリングを行う際、オイルサンプルの採取が以下のよ

うな要因に左右されること考慮してください。 

§ サンプリングの位置・箇所 
§ サンプリングの機器および装置 
§ サンプリングの方法および手順 
§ サンプリングの頻度 
§ 直近のメンテナンス作業内容 

 

次ページから、上記要因のうち上から3つの項目について検討し、適切なサ

ンプリング機器、サンプリングの位置、およびサンプリング技術を評価するた

めの基準をご説明します。 

 
オイルサンプルの

採取は「装置の運

転状態を正確に把

握する」という目

的のために実施。



 

オイルサンプリングの 
採取方法ガイド 

 
 
 
 
 

なぜ均一なオイルサンプルの 
採取が必要なのでしょうか？ 

 
 

オイル分析作業を円滑に実施するためには、適切なオイルサン

プリング機器を使用し、適切な場所にサンプリングポートを設

置することが非常に重要です。簡単なようではありますが、最

も重要な項目となります。 

 
 

お客様のニーズに合ったサンプリング機器を提供できるよう、

多様なサンプリングポートとサンプリング付属品をご用意して

おります。 

 
 

 
 
 
 
適切にサンプリン機
器が設置されていれ
ば、オイルのサンプ
リングは簡単で、時
間も掛かりません。 

不適切な場所でのサンプリング作業は、誤ったオイル分析結果

につながることがあります。このような単純な問題が起因して、

オイル分析に時間や費用を浪費しないように注意が必要です。

オイル分析を実施する前に、適切な場所にサンプリング機器を

設置し、常に装置内の同じ場所からサンプルを採取、装置内の

均一化した循環オイルが確実に測定結果に反映されることが重

要です。 

 
 

適切なサンプリングポートを使用した場合、違った条件のサン

プルが採取されることは起こり得ません。また、サンプリング

機器が適切に設置されていれば、オイルサンプリングは非常に

簡単で、作業時間も掛かりません。 サンプルポートに少額の設

備投資をするだけで、効率的かつ時間通りに誰でもサンプルを

採取ができます。また、オイルの状態を正確に反映するサンプ

ルを採取し、正確で一貫性のあるオイル分析結果を得ることが

可能です。 



 

オイルサンプリングの 
採取方法ガイド 

 
 

ミニメス オイルサンプリングポイント 
 
 

ミニメスサンプリングポートは様々な種類を取り揃えており、いずれも低コストかつ

簡単に代表的なオイルサンプルを採取することができます。取り付けは、既存の

オイルプラグ（圧力調整弁、オイルギャレー、ドレインプラグ等）を取り外し、サン

プリングポイントに置き換えるだけで簡単です。その為、ポートには様々な規格の

ネジサイズ（PT、G、NPT、ミリなど）が適合するようにご用意しています。 

主な利点は、サンプリングプローブ（単純なホースと継手）を使用することで、簡

単にサンプリングポートができる点にあります。 

 
ミニメス 1620シリーズ 
ミニメスサンプリングポイント（テストポー

ト、テストポイントとも称します）は、サン

プリング用に使用されているポートの中

で最もシンプルで標準的なものです。 標

準ミニメスは流路径2 mmで、最大圧力

63MPaのシステムに取り付けることがで

きます。 

典型的な用途としては、油圧システム、

コンプレッサー、射出成形機などの産業

プラントが挙げられます。 
 

ミニメス 1604 シリーズ 
1620シリーズの流路径を4mmに大き

くした製品で、粘性の高い流体や流量

が多いサンプリング時に最適です。 

 

通常、タンク内部に到達するサンプリング

パイプ（ピトー管とも称します）と組み合わ

せてギヤボックスで使用されます。パイプ

は、設置場所に合わせて曲げることがで

き、回転式スイベルアダプタに取り付けて

使用します。 

 
 

 
 
 

 

Minimess® サ ン プ リ

ングポートを使うこ

とで、低コストかつ

簡単に均一なオイル

サンプルを常時採取

することが可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミニメスサンプリングポイントは、必要に応じて標準パイプ、T字、バルクヘ

ッドアダプタを使用することで、既設設備に簡単に設置する事が可能です。 
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サンプリングホース & アクセサリの概要 
 

オイルサンプルを採取する際、ミニメスサンプリングポイントでは、適合するネジ規

格のミニメス付きサンプリングホース（またはサンプリングポンプ）が必要です。サ

ンプリングポンプでは、加圧されていないシステムからのオイルサンプル採取や、

サンプリング作業中のオイルサンプルへのコンタミ汚染を防ぐため、サンプリング

チューブと組み合わせての使用を推奨しています。 

高圧サンプリングホース 
 

サンプリングホースは、最大63MPaのシステム

に適合しており、ミニメス1620サンプリングポ

イントに工具なしでの取り付けが可能。ホース

は非常にしなやかで、内部容積が小さいため、

流量を最小限に抑えるのに最適です（オプショ

ンで、逆止弁内蔵もあります）。 

 
 

オイルサンプルを採

取する際、設備のサ

ンプリングポイント

に適合するネジ規格

に合わせたミニメス

サンプリングホース、

またはアダプタ付サ

ンプリングポンプが

必要です。 

高圧マイクロボアホース＆ 

ニードルバルブ サンプリング 
 

サンプリングホースは、最大

63MPaまでのステムに適合して

おり、工具なしでMinimess 1620
サンプリングポイントへの取り

付けが可能です。ニードルバル

ブにより、容易にサンプリング

できます。 

手動式真空ハンドポンプ 
 

真空ハンドポンプは、ミニメス1620または

1604に使用でき、標準38mmサンプルボト

ルに適合し、サンプリング作業中に汚染させな

い為に使用します。低価格の透明6mmサンプ

リングチューブは、ミニメス継手に差し込んで

使用し、サンプル毎に簡単に交換できます。 
 

ミニメス密封サンプリングボトル 
 

ミニメス1215テストポイントと逆流防止バルブを取り付けた

標準38mmサンプルボトル用のキャップを利用することで、

外部からの混入物をボトルに侵入させることなくサンプルを採

取することが可能です。密閉キャップは、高圧サンプリングホ

ースを使用することでオイルをボトルに供給し、大気が汚れ

た工場内／現場の汚染物質がサンプルに混入することを防

ぎます。採取したオイルサンプルは、クリーンルーム内／事務

所で通常のキャップ付きボトルに移し替えて、ミニメス密閉サ

ンプリングボトルは洗浄して再利用いただけます。 
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ギヤボックス用サンプリングの概要 
 
 

ミニメスギヤボックスサンプリングポート（ピトー管とも称します）には、各種長さ

や形状があり、主にギヤボックスのサンプリング用途で使用されます。取り付け

には、ギヤボックスから既存のポートプラグを取り外すか再加工し、ギヤボック

ス用サンプリングポートを挿入します。全てのサンプリングポートは、標準は、

G1/4 "並行ネジですが、ポート径に適合するように、ブッシング等使用して調

整してください。多様なピトー管があるため、オイルリザーバの上方または下方

から、オイルリザーバに直接サンプリングすることが可能です。全てのサンプリン

グパイプ（ピトー管）は、150mm、または300mmの長さですが、必要な長さに

カスタムオーダーすることや、設置時に特定の長さにカットすることも可能です。 

 

2106-F ミニメス1604 ギヤボックス用サンプリングポート 

 

ミニメス1604は、口径が4mmで、Minimess 1620が一般的な作動油に適

しているのに対して、高粘度のギヤボックスオイルを容易に抽出することがで

きます。ストレートサンプリングパイプまたはピトー管により、ギヤボックスリザー

バ内の最適な作業場所から代表サンプルを抽出することができます。標準

G1/4 "オネジ継手は低コストで、ギヤボックスや必要なネジアダプターに直接

取り付けることができます。 

 
Minimessサンプリ

ングポートは、 

ギヤボックスのオ

イルサンプリング

の最適な方法をご

提案します。
 

2106-S ミニメス1604ギヤボックスサンプリングポート（スイベル継手） 
 

設置場所によって、リザーバーに到達するため、またはギヤなどの機械的障害

物を避けるために、ギヤボックスリザーバに角度付きまたは曲がったサンプリン

グパイプを設置してください。角度の付いたサンプリングパイプ（ピトー管）を配

置できるようにするため、パイプセンブリには、ミニメステストポイントで締め付

け、サンプリングパイプを正しい位置に保持するためのスイベル継手が必要と

なります。 



 

オイルサンプルの 

取得方法ガイド 

サンプリングポートを使用するメリット 
従来のギヤボックスのサンプリングに伴う難点は、ギヤボックスをシャットダウ

ンし、充填キャップを外し、ギヤに届くチューブをリザーバーに挿入し、サンプ

ルポンプでオイルを吸い上げることによってサンプルを採取しなければいけ

ない点にありました。ギヤボックスのサンプリング作業は面倒であり、その結

果、ドレインパイプやその他誤った場所からサンプルを採取してしまうことで、

正しいオイル分析ができない問題や設備のダウンタイムが発生してしまうこと

に繋がります。 
 
 

既存のドレンラインからのサンプリング 

この方法でオイルサンプルを採取

する問題点は、サンプルとして採

取されるオイルが、ギヤボックス

内のオイルの重要な部分ではな

いパイプからサンプルオイルとし

て出てしまうことです。このオイル

には、タンクの底に沈殿した錆、ス

ケール、水が含まれています。そ

の結果、実際には何も問題がない

にもかかわらず、重大な問題があ

るような分析結果が作成されてし

まいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ギヤボックスの水抜きに使用されるタ

ンク下部のパイプには、沈殿した汚れ、

錆、スケール、水が含まれています。 

 

排出ラインから、

ギヤボックスのオ

イルサンプリング

すると、不安定で

誤ったオイル分析

結果が生じます。 

設置されたサンプリングポートからの 

適切なサンプリング方法 
 

 
サンプリングパイプ（ピトー管）を採取し

たいギヤボックス位置にセットします。 
 

 

右図] サンプリングポート用レベルゲージ

を使用すると、サンプルポートと目視レベ

ルゲージの両方に使用でき、オイルの状

態とオイルレベルの状態を一目で監視す

ることができます。レベルゲージサイズ

は、3、6、9、12インチがラインナップ。

 

左図] プラグが取り外され、ミニメ

スサンプリングポートが取り付けら

れています。サンプルを採取時は、

ダストキャップを外し、サンプルホ

ースを取り付け、サンプリングポン

プから真空を利用してギヤボック

スからオイルを吸引します。この

ように、ギヤボックスから一貫した

サンプルが簡単に得られ、ギヤボ

ックス内を循環するオイルを正確

に把握することができます。 

 



 

オイルサンプルの 
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サンプリング時のヒント 

 
§ サンプルボトルを汚したり、必ず異物を混入させな
いようにしてください。 

§ サンプルを採取する前に、必ずサンプリング箇所の
周囲を清潔に清掃してください。 

 
§ サンプルを採取する前に、100mLを廃棄用容器に先
に排出してください。分析用サンプルは、別のサン

プルボトルを使用するようにしてください。 

§ フィルターハウジングやオイルパンまたはタンクの
底からオイルサンプルは採取しないでください。 

 
§ 異なる種類の設備をサンプリングする場合は、先ず
最もきれいなシステムからサンプリングし、次に汚

れたシステムをサンプリングするようにしてくださ

い。 
油圧 → トランスミッション → エンジン → デファレンシャル → 遊星プラネタリ 

 
§ 使い捨てのサンプルチューブを使用する際は、サン
プリングする部品ごとに新しいチューブを使用して

ください。（混ざらないようにしてください） 
 
§ オイルサンプルの採取後直ちに、サンプルボトル
のキャップを確実に締めてください。 

 
§ サンプリングを開始する前や、次のサンプルを採取す
る前に、ボトルにサンプリングポイントを特定するシ

ールを先に貼って入れ替わらないようにしてください。 


